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開館時間は午前 9 時 30 分、閉館時間は午後 4 時 30 分とし、それぞれ開錠及

び施錠を行う。 

 

                      

１ 階 平 面 図  

　 （1　階）

【凡例】　　　　施錠箇所　

施設内施錠状況図
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２ 階 平 面 図  

 

 

 施　設　内　施　錠　箇　所　図 （2　階）

　　【凡例】　　　施錠箇所　

白石消防署車庫内
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2階出口は、室内側からサムターンにて施錠する。 

なお、鍵は事務所で保管している。 

 

 

 

 

学習 
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定期的な巡回時間については、開館前、午後１時及び閉館時の３回とする。 

 

【１階・屋外平面図】 

            一般駐車場・バス駐車場 

        

　 （1　階）施設内・駐車場の巡回図
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【巡回時間】

１ 開館５分前

２ 午後1時

３ 閉館時jyunnkai 

 
 

            

職員通用口        1階ロビー      白石消防署正面玄関 

 

一般駐車場 
バス駐車場 

施設内及び駐車場の定期的な巡回 
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【２階平面図】 
 施　設　内　巡　回　図 （2　階）

白石消防署車庫内

防災シティ札幌

防

災

グ

ッ

ズ

展

示

コ

ー

ナ

ー

市民見学ゾーン

休憩室（授乳室）

1階へ

トイレ

【巡回時間】

１ 開館５分前

２ 午後1時

３ 閉館５分前

 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

        

休憩室（授乳室）    市民見学ゾーン      2階展示室 

 

学習 

ｺｰﾅｰ 
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１ 火災及び事故の予防 

 

 始業時及び終業時の各施設及び設備機器の目視・作動点検を実施する他、開

館時間内においては、【下図】のとおりインストラクター等を配置（学習コーナ

ー・2階展示室を除く）し、安全管理の徹底を図るとともに、館内の危険個所に

ついてはその旨を掲示し、事故防止に努める。 

 

 

【下図】 

 

 

２ 発生時の応急対応・報告 

 

火災又は地震等の災害発生時の対応については、白石消防署と同一建物であ               

ることから、白石消防署と一体として消防法で定められた「消防計画」を策定

している。その内容については、あらかじめ防火担当者を定め、日常的に火災

予防の推進に努めるとともに、万一、火災及び地震等の災害が発生した場合に

備える「自衛消防隊」の編成を明記し、119番通報・初期消火・避難誘導の要領

を定めて災害規模を最小限に止めることを目的としたものである。計画書の例

については、次の図（6・7ページ）のとおりである。 

 なお、センター内における火災・地震等の災害発生時における計画運用フロ

ー（例）は、８ページのとおり。 

 

 

火災及び事故の予防、発生時の応急対応・報告 

⑦ 

②・⑥ ① 

⑤ 

③ 

④ 

① 統括管理者 

（副統括管理者） 

② インフォメーション 

③ 暴風体験 

④ 煙避難体験 

⑤ 地震体験 

⑥ 相談等対応 

⑦ 広報等担当 
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▼計画書の作成例 

 

 

 

     防   火   担   当   責   任   者 

白石消防署防火責任者 庶務係長 

防災協会防火責任者 総務係長 

     火    元    責    任    者 

◎   白石消防署火元責任者 

地階火元責任者 （ 消防一 ・ 二 ・ 三係長 ） （ 救急担当係長 ） 

1 階火元責任者 （ 消防一 ・ 二 ・ 三係長 ） （ 救急担当係長 ） 

2 階火元責任者 （ 消防一 ・ 二 ・ 三係長 ） （ 救急担当係長 ） 

3 階火元責任者 （ 防火推進係長 ） （ 査察担当係長 ） 

4 階火元責任者 （ 防火推進係長 ） （ 査察担当係長 ） 

5 階火元責任者 （ 防火推進係長 ） （ 査察担当係長 ） 

◎ 防災協会火元責任者 

地階火元責任者 （ 市民防災 センター ） 

1 階火元責任者 （ 市民防災 センター ） 

2 階火元責任者 （ 市民防災 センター ） 

3 階火元責任者 （ 防災事業係長 ） 

4 階火元責任者 （ 防災事業係長 ） 

5 階火元責任者 （ 防災事業係長 ） 
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▼計画書の作成例 

 
 

 

       自   衛   消   防   隊   編   成   表 

自衛消防隊長 白石消防署長 

自衛消防隊長付 事務局長 

自衛消防隊副隊長 白石消防署予防課長 

自衛消防隊副隊長 防災協会総務課長 

◎ 指揮班 

警防課長 ・ 消防一 ・ 二 ・ 三担当課長 ・ 指揮隊員 

講習指導課長 ・ 総務係員 

◎ 連絡通報班 

庶務係長 ・ 庶務係員 

防災設備課長 ・ 防災設備係員 ・ 防災事業係長 ・ 防災事業係員 

◎ 消火班 

消防一 ・ 二 ・ 三係長 ・ 屈折水槽隊員 ・ 救助隊員 

防災設備係長 ・ 防災設備係員 ・ 検証指導係長 ・ 検証指導係員 

◎ 避難誘導班 

防火推進係長 ・ 査察担当係長 ・ 防火推進係員 

市民防災センター 

係員 ・ 防災講習係長 ・ 防災講習係員 

◎ 救護班 

救急担当係長 ・ 救急隊員 

救命講習係長 ・ 救命講習係員 
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■ 事故発生時の報告書 

展示室内で事故が発生した場合は所定の様式により速やかに報告する。 
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設備・機器のメンテナンスマニュアルに基づく他、委託者である消防局へ報告

するとともに、下表のとおり、保守関係業者に必要な措置等の指示を受けるも

のとする。 

 

市民防災センター体験装置の緊急時連絡先 

設備・機器 連絡先 備考 

 

 

受付・ガイダンス 

１ 連絡先総合担当窓口 

【株式会社ムラヤマ】 

代表電話 ０３－６２２１－１９１７ 

環境開発 CCグループ環境開発 CCセクション 

担当 1：松井知子（０８０－２０７４―３３８４） 

（t_matsui＠murayama.co.jp） 

  担当 2：吉本倫之（０８０－１００３－９４８０） 

          （n_yoshimoto＠murayama.co.jp） 

２ 協力会社担当者窓口 

 (1) 映像制作 

【株式会社ＣＡＤセンター】 

  担当 1：速水貞彰（０８０－３０９６－５７８６） 

  担当 2:上永田大志（０９０－７２５５－９１６６） 

 (2) 映像機器設置現地協力会社 

   【株式会社オーエス 札幌営業所】 

  担当：明石正樹（０８０－３７３３－１７３１） 

 (3) 造作工事 

   【株式会社京屋 札幌店】 

  担当：澤藤 徹（０８０－５６００－８１１２） 

 

 

 

消火体験コーナー 

 

 

 

煙避難体験コ－ナー 

 

 

 

地震体験コーナー 

 

【株式会社ＳＰフォーラム】 

電 話 ０３－３４３３－５６５１ 

 

機器の故障時の応急措置・報告 

 

 

 

 

 

 

 

掲 載 省 略 
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※ 消防局総務部総務課企画広報係の担当者に連絡する。 

※ 電話 011-215-2010/FAX  011-281-0101 業務時間は、土・日・祝日・年末

年始を除く、８：４５～１７：１５。 

※ 業務時間外で連絡が取れない場合は、業務開始後速やかに行うこと。 

 

 

 

 

 

 

 

暴風体験コーナー 

 

【株式会社フジヤ】 

電 話 ０１１－２２３－６５１１ 

 

 

【株式会社フジヤ 営業課】 

電 話 ０１１－２２３－６５１１ 

 

 

災害バーチャル体験

コーナー 

 

【株式会社プリズム】 

代表電話 ０３－９００３－４６１６ 

（担当：平野 ０８０－９００３－４６１６） 

 

 

 

サイネージシステム 

 

【株式会社イトーキ北海道 営業部】 

電 話 ０１１－２３１－５５５７ 

ＦＡＸ ０１１－２３１－５５８０ 

 

 

 

 

情報管理システム 

 

【株式会社サンコー 情報処理事業部】 

電 話 ０１１－８８２－３５００ 
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 １ 館内放送による注意呼びかけ 

 

【インフォメーションコーナー】       【放送設備】 

      

 

  例）・火災・地震発生時の避難誘導 

    ・気象警報・注意報等の情報伝達 

    ・館内混雑時の来館者の誘導・整理 

・館内での忘れ物等の呼びかけ 等々 

 

２ センター館内及び各体験施設内においては、インストラクターを配置し、

（はしご車・災害バーチャル体験コーナー・消火体験コーナー・学習コーナ

ー・救急体験・２階展示室を除く。）来館者に対しては、体験の前に注意事

項を伝えるとともに、館内及び体験施設内において、安全管理に関する注意

事項を随所に掲示（下図 13・14ページ掲示【例】参照）する。 

  

３ 館内において混雑状態となった際には、来館者の誘導・整理を行い、又は

入館を一時停止する等、来館者の安全を確保する。 

 

 

 

 

 

 

来館者の安全管理 
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体験施設の安全管理（注意事項の掲示【例】） 

 

 

【はしご消防車】 

●車内は実際の装備のまま展示しているため、運転席以外のエリアに移動でき 

ないように仕切りをする。また、各資器材に触れて手指を怪我することのない 

いように貼紙により、注意喚起する。 

           

 

 

●運転席以外に伸梯操作席へ至る、高さ２ｍの高所からの転落を防止するため 

のネットの設置や注意喚起の表示板等を設置する他、車両周囲の鉄骨材への衝 

突（侵入）防止のためポールを設置する。 

 

 

 

【地震体験ブース】  

●起震台可動範囲との境界にフェンスを設置し、かつ当フェンスから５０ｃｍ 

の安全距離を確保するために白線標示を施し、注意喚起する。 
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【救急体験ブース】 

●心臓マッサージの際に実際の人体で行わないように注意喚起する。 

          

 

 

【バーチャル映画館】 

●入口・出口が内開きのドアのため、通路を歩く来館者に注意喚起（衝突防止） 

を行う。 

          

 

 

 

 

 

 

 

 


